
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ツリーガイドユニット工法の特徴＞ 

Ⅰ 

Ⅱ 

 

 

［スリムな空間演出を実現］ 

従来工法の樹木保護材は、植穴径より大きなサイズ

で制作する必要がありました（沈み込み防止のため路

床で支持）。ツリーガイドユニットは、パワーミックス（根

系誘導耐圧基盤）自体の強固な支持力で樹木保護材

の沈下を防ぐ設計。これまでにない、スリムなデザイン

を実現しています。目通幹周 35cm の植樹を想定した

場合、従来工法では 1,200mm 以上の樹木保護材が必

要ですが、ツリーガイドユニットでは 930mm のサイズと

約 3 割圧縮することが可能です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜会社概要＞ 
 

日之出水道機器株式会社 

 

 

 

 

 

  東邦レオ株式会社  

 

 

 

 

1965 年、吸音・断熱建材の製造・販売会社として創業。1981 年に緑化関連事業部を開設し、

屋上・壁面緑化、根上がり防止、グリーンインフラなど都市に豊かな緑を創出する技術開発

ならびにマンションや商業施設等でのコミュニティづくりを推進する維持管理業務を担当。 

1919 年、上下水道用マンホールふた等の鋳鉄製品の製造販売会社として創業。マンホール  

ふたを始めとする鋳鉄の設計製造技術を活かし、近年では道路・橋梁用のグレーチングや  

伸縮装置、鋳鉄製床板などの新製品を投入し、公共インフラの長寿命化・維持管理性の向上

に寄与するものづくりを担う。 


